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はじめに
　担癌患者は凝固亢進状態や非細菌性血栓性心内膜炎
により脳梗塞を合併することがある．1865年の
Trousseauによる悪性腫瘍に遊走性血栓性静脈炎が合
併しやすいとの報告を契機として，現在では「悪性腫
瘍に伴う凝固亢進状態，播種性血管内凝固および非細
菌性血栓性心内膜炎などに起因する全身性塞栓症」は
Trousseau症候群として認識されるようになっている
が1) 2)，病態はいまだ明らかでない点が多く，その治
療法も確立されていない．
　近年，急性脳主幹動脈閉塞に対する血栓回収療法の
有効性が確立され，わが国の臨床現場でも盛んに行わ
れるようになっているが，末期癌に合併した急性脳主
幹動脈閉塞についてはその有効性は明らかでなく，治
療方針に難渋することがある．
　今回われわれは，末期癌に合併した急性脳主幹動脈
閉塞に対し血栓回収療法を施行し，回収血栓の病理組
織学的検討を行った 1例を経験した．血栓回収療法の
さらなる普及により，今後多く経験することが予想さ
れる病型であり，血栓回収療法の意義について考察す
る上で貴重な症例と考えたため報告する．

症　例
　82歳，男性，右利き．

主　訴
　右手指先が動かしにくい，左側がみえない．

既往歴
　11年前に食道癌で食道亜全摘術および胸骨後胃管再
建術を施行． 2年前に器質化肺炎・非結核性抗酸菌症
を， 1年前に肺アスペルギルス症を診断され，内服加
療中．

家族歴
　特記事項なし．

生活歴
　屋内歩行自立，屋外歩行時に杖使用．発症前modi-
fied Rankin Scale（mRS）スコア 3．
　喫煙歴：20本/日×35年，器質化肺炎の診断を契機
に禁煙．
飲酒歴：機会飲酒．
常用薬：ランソプラゾール，モサプリド，センノシ

今日の一例
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末期癌に合併した
急性期脳梗塞に対し
血栓回収療法を施行した１例
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